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 SecurityScorecard、CISAのセキュア・バイ・デザイン誓約に署名 

 ソフトウェア開発における信頼と透明性への取組を強化 

 SecurityScorecard株式会社  （本社︓⽶国、ニューヨーク州、CEO︓アレクサンドル・ヤン 
 ポルスキー、以下SecurityScorecard、⽇本法⼈代表取締役社⻑ 藤本 ⼤）は、 
 Cybersecurity and Infrastructure Security Agency（CISA）の  セキュア・バイ・デザイン誓 
 約  に署名し、安全性と透明性を強化したデジタル・エコシステムの構築に対する取り組み 
 を、改めて強調しました。SecurityScorecardは、CISAのサイバーセキュリティに関する7 
 つの⽬標すべてを達成しており、サイバーセキュリティにおける信頼性と透明性の構築に 
 対して揺るぎない献⾝をささげています。SecurityScorecardは、セキュア・バイ・デザイ 
 ン誓約が重視する測定可能な経過観測をさらに具体化するため、⽬標達成に向けた進捗を 
 透明性をもって継続的に⽰すことを約束します。 

 SecurityScorecardのCISOであるスティーヴ・コブは、次のように述べています。    
 「SecurityScorecardは、セキュアな開発を推進し、すべての⼈にとってより強⼒なデジタ 
 ル・エコシステムを構築します。保護されていないソフトウェアが⼈々の安全を脅かし、 
 国家の安全保障と経済繁栄に対するリスクとなりうることを認識しています。だからこ 
 そ、信頼、透明性、セキュリティが私たちの⾏動すべての中⼼であり、CISAの誓約書に署 
 名することは、より安全なデジタル世界の構築に向けた重要な⼀歩となるのです」 

 信頼と透明性の確⽴ 
 SecurityScorecardは、設⽴から10年以上に渡り、サイバーセキュリティの分野でリーダー 
 シップを発揮し、信頼と透明性という⽂化を世界に提唱してきました。この揺るぎないコ 
 ミットメントは、SecurityScorecardの全製品とサービスに反映されており、すべてのユー 
 ザーがセキュリティレイティングの正確性を維持するために積極的に取り組めるように 
 なっています。 

 SecurityScorecardは、信頼が最も重要であることを理解しています。透明性を重視する姿 
 勢は、データプライバシーとコンプライアンスへの強いコミットメントにつながり、顧 
 客、パートナー、ベンダーのセキュリティを保証します。SecurityScorecardのコミットメ 
 ントは、60,000を超える組織の積極的な参加によって実証されており、世界中で1,200万を 
 超える組織のセキュリティ評価を継続的に⾏っています。 

 より強靭な技術エコシステムの構築 
 最近のSecurityScorecardのレポートによると、サードパーティー侵害の75％がソフトウェ 
 アとテクノロジーのサプライチェーンを標的にしており、攻撃者が最⼩限の労⼒で攻撃範 
 囲を広げることを可能にしていることが明らかになりました。 

 これらの調査結果は、セキュア・バイ・デザイン誓約の重要な役割を浮き彫りにしていま 
 す。開発プロセスの初期段階からセキュリティを組み込むことで、テクノロジー・ベン 
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 ダーは製品やサービスのサイバーセキュリティ耐性を⼤幅に強化できます。このプロアク 
 ティブなアプローチにより、潜在的な攻撃を防ぎ、より安全なデジタル環境を育むことが 
 でき、悪意ある攻撃者の侵⼊を⾶躍的に困難にします。 

 CISAとのパートナーシップの拡⼤ 
 今回の誓約への署名は、SecurityScorecardとCISAの強固な関係に基づいています。 
 SecurityScorecardは、重要インフラのサイバー耐性を強化するために編纂されたCISAの  無 
 料サイバーセキュリティサービスおよびツールのカタログ  に含まれています。さらに、 
 CISAは  CISA Joint Cyber Defense Collaborative  を通じてSecurityScorecard  と公的に提携 
 し、公共および⺠間の重要インフラを守るためのサイバー脅威情報を共有しています。 

 SecurityScorecardの信頼と透明性に対するコミットメントの詳細については、 
 https://securityscorecard.com/trust/  をご覧ください。 

 SecurityScorecardについて 
 Evolution Equity Partners、Silver Lake Partners、Sequoia Capital、GV、Riverwood 
 Capitalなど、世界トップクラスの投資家が出資するSecurityScorecardは、サイバーセキュ 
 リティの格付け、対応、回復⼒におけるグローバルリーダーであり、1200万社以上の企業 
 が継続的に格付けを受けています。 
 セキュリティとリスクの専⾨家であるアレクサンドル・ヤンポルスキー博⼠とサム・カッ 
 スーメによって2013年に設⽴されたSecurityScorecardの特許取得済みセキュリティレー 
 ティングテクノロジーは、企業のリスク管理、サードパーティリスク管理、取締役会報 
 告、デューデリジェンス、サイバー保険の引き受け、規制当局の監視のために25,000以上 
 の組織で使⽤されています。 
 SecurityScorecardは、企業におけるサイバーセキュリティ・リスクの理解、改善を促進 
 し、取締役会、従業員、ベンダーに伝える⽅法を変⾰することで、世界をより安全にする 
 ことを⽬指します。SecurityScorecardは、Federal Risk and Authorization Management 
 Program (FedRAMP) Readyの指定を受け、顧客情報を保護するための同社の強固なセキュ 
 リティ基準を強調し、  ⽶国のCybersecurity & Infrastructure Security  Agency (CISA)によっ 
 て無料のサイバーツール  およびサービスとして登録されています。すべての組織は、信頼 
 性と透明性の⾼いInstant SecurityScorecardの評価を受ける普遍的な権利を有しています。 
 www.securityscorecard.com/jp/ 
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